
 

 

  

 

 

 

 

 

剰余金の配当（期末配当）ならびに 

平成 28 年 3 月期の利益還元方針に関するお知らせ 
 

横浜銀行（代表取締役頭取 寺澤 辰麿）は、本日開催の取締役会において、平成 27 年 3 月

31 日を基準日とする剰余金の配当（期末配当）を下記のとおり実施することを決議しましたの

で、お知らせします。 

 

記 

 

１．平成 27 年 3 月 31 日を基準日とする剰余金の配当について   

（百万円未満切捨て） 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成27年2月4日公表）

前期実績 

（平成 26 年 3 月期） 

基 準 日 平成 27 年 3 月 31 日 平成 27 年 3 月 31 日 平成 26 年 3 月 31 日 

1 株当たりの 

配当金 
7 円 50 銭 7 円 50 銭 6 円 50 銭 

配当金の総額 9,346 百万円 － 8,327 百万円 

効力発生日 

（支払開始日） 
平成 27 年 5 月 26 日 － 平成 26 年 5 月 26 日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

 なお、平成 27 年 3 月期（年間）の１株当たりの配当金の内訳は以下のとおりです。 

   
中間配当金 期末配当金 年間配当金 

普通配当金 
5 円 50 銭 

（5円 50 銭） 

5 円 50 銭 

（5円 50 銭） 

11 円 00 銭 

（11 円 00 銭） 

特別配当金 
－ 

（－） 

2 円 00 銭 

（1円 00 銭） 

2 円 00 銭 

（1円 00 銭） 

配当金 計 
5 円 50 銭 

（5円 50 銭） 

7 円 50 銭 

（6円 50 銭） 

13 円 00 銭 

（12 円 00 銭） 

  ※各項目の下段（ ）は、平成 26 年 3 月期実績。 
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２．平成 28 年 3 月期の利益還元方針について 

（１）平成 28 年 3 月期の利益還元方針は、以下のとおり安定配当をベースとした業績連動型の

方式によることとします。また、市場動向や業績見通しなどを勘案のうえ、機動的な自己

株式の取得を実施していきます。 

 

（２）平成 28 年 3 月期の 1株当たりの配当金予想 

   
中間配当金 期末配当金 年間配当金 

普通配当金 5 円 50 銭 5 円 50 銭 11 円 00 銭 

 （注）特別配当金の金額につきましては、業績などを勘案のうえ、改めてお知らせします。 

 

（３）配当性向の水準 

 平成 27 年 3 月期（実績） 平成 28 年 3 月期（予想） 

配 当 性 向 24.1％ 19.8％ 

（注 1）配当性向は、配当金総額を当期純利益（単体）で除して算出しています。 

（注 2）平成 28 年 3 月期（予想）の配当性向は、同期の公表予想当期純利益（単体）と

普通配当金によって計算しています。 

 

以上 

普通配当金 業績にかかわらず年 11 円を安定的にお支払いします。内訳として

は、中間配当金として半分の年 5.5 円、期末配当金として残り半分

の年 5.5 円をお支払いします。 

特別配当 業績に連動する部分として、年度の連結当期純利益が 550 億円を上

回る場合には、特別配当を実施します。 


